















































0.293 (p=0.004))( ⑤足背短祉伸筋萎縮は神経障害のない病期から観察されたが、 DN病期の進展
とともに増加し、病期Ⅳ期では、すべての患者に認めた。足背短祉伸筋萎縮と足祉背屈力には相関
が認められた(r=0.463、 p<0.001)。
【考察】糖尿病足病変を観察することにより、 DNの進展をある程度簡便に評価しうる指標を作成す
ることが可能である。看護師が実践するDNの病期判定は、医師と協力してその経験や教育を積む
ことによりDNの進展を早期に発見できるためのツールとなると考えられた。また、 DNの病期を
判定することで、糖尿病足病変との関連を理解でき、看護師のフットケア実践能力とモチベーショ
ンの向上につながると考えるO足背の短祉伸筋は、患者の運動神経障害の進展の程度を表している
ことを再確認できた。フットケア時に自覚症状だけでなく、短祉伸筋の筋萎縮の有無を観察するこ
とで、運動機能障害に対するフットケア指導が実践できると考える。
【総括】本研究で、糖尿病足病変の早期介入につながる新たな管理指標を検討できた。しかし、入院
患者を研究対象としたため、 DNの進展程度に偏りがでた。今後は、症例を増やすため、研究対象
を外来患者に広げて、管理指標確立にむけて研究を継続する必要がある。
(備考) 1.研究の目的・方法・結果・考察・総括の順に記載すること(1200字程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。
